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兵庫県の山畑生オオウラギンヒョウモン
について（Ⅳ）

（卵形態の変異の調査） 近藤伸
一

表1 、卵底部における縦隆起条数はじめに

タテハチョウ科の卵は、一般的には円錐台型又はま

んじゅう型で、卵殻面には縦隆起条が上部精孔帯から

下部卵底にかけて、ちょうどスイカの模様のように走

っている。オオウラギンヒョウモンの卵は、縦隆起条

が側面で数をふやし、卵底で最多となる。

1981年兵庫県関宮町産の母蝶から得た卵の縦隆起条

数を調べ、卵の形態に個体差とともに地域差も存在す

るのではないかと推定した｡‐

この度兵庫県内の新産地（日高町）の卵の形態を調

べる機会があったので、関宮町産の卵の形態の調査と

あわせて報告する。

イ

3，縦隆起条の上部と下部の関係

1，母蝶の採集場所及び産卵

上部精孔帯から下部卵底に走る縦隆起条の中間に1

本から2本の縦隆起条がおこるため、卵底の縦隆起条

数は上部の数の2倍以上となる。

各母蝶の卵ごとに上部と下部の縦隆起条数の関係を

表に示す。

No.1子…兵庫県養父郡関宮町東鉢伏

産卵(1981, 9,30～10, 21)産卵数1507

NQ2旱…兵庫県養父郡関宮町東鉢伏

産卵（1983, 9, 24～11， 9)産卵数1776

表2，NO1(関宮町産)の卵の上部及び下部の縦隆起条

Nu3¥…兵庫県日高郡日高町神鍋

産卵(1986, 9, 25～11, 13)産卵数約850

（木村三郎氏採卵）
《

2，卵底部の縦隆起条数について

NQ1旱～NQ3¥から得た印を産卵期別に抽出し、縦

隆起条を調査した（表1兆

NQ1 (関宮町産）の縦隆起条数は23.8本(加重平均）

NQ2 (関宮町産）は21.7本であり、 NQ3 (日高町産）

は21.5本であった。

同じ母蝶の産卵期別の縦隆起条数は、 NQ1ではほと

んど同じ傾向を示したが、 NQ3では初期(0～150)で

20.7本、終期(750～850)で22.3本と明確な差ｶ欝生じ

た。

表3，No.2(関宮町産）
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h2(関訓） 初期 O～500 2 2 11 14 24 12 9 0 0 0 74

No.3

(日高町）

初期 O～150

後期750～850
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18 19 20 21 22 23 24 25 26 計

8 1 0 0 1 0 01 0 0 0 2

9 1 0 0 0 3 1 1 0 0 6

10 0 0 0 1 5 14 16 4 3 43

1 1 0 0 0 0 2 5 5 4 3 19

12 0 0 0 0 0 1 2 2 0 5

合計 2 0 0 2 10 21 24 10 6 75

18 19 20 21 22 23 24 計

7 0 0 1 0 0 0 0 1

8 1 0 4 8 8 5 4 30

9 1 2 6 6 141 5 5 39

10 0 0 0 0 2 2 0 4

合 計 2 2 11 14 24 12 9 74






